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ランダムに開いて10分しっかり読むだけで「あ、そうか」と気づいたり、心の支え
になったりする万華鏡みたいな本。人生に〈師匠〉がいない人必読です。（津田大介氏）

努力する人間に
なってはいけない

学校と仕事と社会の新人論

ロゼッタストーン ロゼッタストーン ※帯裏に推薦文の全文を掲載

ソーシャルメディアが、教育・仕事・社会を日々変えつつある。
情報社会（＝機能主義）によって雲散霧消しつつある〈人間〉の再生へ向けて、

その影響を広く深く抉った著者渾身のメッセージ。

「人生に〈師匠〉がいない人――必読です」
津田大介

※ 22日までにご注文いただければ新刊配本時にご希望部数をお届けします。

※トーハン系列の書店様は新刊配本がありません。返品はいつでもお受けしますのでご注文ください。

　amazon の「人生論」のカテゴリーで現在第３位。

　刷り部数が少ないので、注文店中心の配本になりそうです。

ツイッターで人気の芦田宏直氏（人間環境大学副学長・哲学者）

が、満を持して出版した 496 ページの大作。序盤は「新人」で

ある若者に向けた、学問・仕事をするうえでの心構え、読書の

方法、就職活動への檄など。若いうちの勉強で専門性を身につ

けることの大切さを説く。中盤は「新人」を育てる学校や家庭

のあり方について。個性重視教育の弊害、現在の高等教育の問

題点、キャリア教育やコミュニケーション教育の無意味さを厳

しく指摘。終盤は、情報社会が若者に与えた影響、ツイッター

論、ハイデガーのエネルゲイア論をふまえた「新人」の発掘と

しての学校教育論など。高校生でもウンウンと納得する内容か

ら、大学の先生がうんうん唸って考え込む内容まで、１冊で「知

の階段」を昇って行くような刺激が得られる希有な本です。

●出版記念パーティで一足先に本を手にした読者の感想（ネットでのパーティ生中継は 1万人を超える人が見てくれました）

「仕事で失敗してひきこもってしまった友人にもっと早く読ませたかった」（30代小学校教師）／「教育改革に関わろうとする大学関係者必読。文

科省の関係者にも配ってほしい」（30代大学教員）／「心に響く本。喫茶店で涙が止まらなくなって恥ずかしい思いをしました」（30代主婦）／

「自分の立場と重なって心にぐっと来ました」（20代公務員）／「偶発的に開いたどのページにも魅力が感じられる」（40代アロマセラピスト）／

「後半に進むにしたがって難しくなり、なんとか解読してやろうという気になる。分からないから面白い」（20代大学生）／「次は何が出てくるの

だろうというワクワク感を久々に味わった。この本の著者は誰も言わないような変なことばかり言う。本書のタイトルからして世の“良識派“のみ

なさんの神経を逆撫ですること必至。その言葉は一見いぶかしいのだけど、よーく考えると真っ当すぎるほど真っ当だと分かる」（40代大学教授）
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